調査報告、収集報告 by 福田 秀一
昭和華四年度に当部が全国各地の調査員・特別調査員ならびに公私所
蔵者各位等の御協力を得て調査し得た箇所およびその点数は、〔表１〕の通りである。
これについては、昨年刊行した『調査研究報告」第一号（昭和壹・三）
に「臺・三・舌現在」で集計したものを出しておいたが、その後に得た報告等によって、左のような修正変更がある。
⑪調査箇所の増加
五季文庫・久松国男・その他（関東地区）
②調査点数の増減（△は一部次年度扱いとする等の調整による減少）
弘前市立弘前図書館・彰考館・△東京芸術大学附属図書館・金沢市立図書館・蓬左文庫（尾崎コレクション）・神宮文庫・京都大学文学部・大阪女子大学附属図書館・松本昭雄・△宮崎県総合博物館
〆 一、昭和聿四年度溺査結果調査報
生ロ
〔表１〕昭和茜年度国文学文献資料調査結果一覧
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関 東 地 区 北海道・東北地区
地区
彰考館前橋市立図書館五季文庫（埼玉県）麗沢大学附属図書館船橋市立図書館学習院大学国語国文研究室国立公文書館（内閣文庫）東京芸術大学附属図書館中田剛直久松国男（当館寄託本）その他 うもれ木文庫（高橋伸幸）市立函館図書館青森県 図書館弘前市立弘前図書館秋田県立秋田図書会津若松市立会津図書館
所蔵者名（敬称略）
一・一二一一・ 一四五七一一一一一一四六四二○一○二五八一一 ハ七九一四一一ハ
一
一ノ、
五六七八六
一八八二三三
点数
昭和季五年度に当部が全国各地の調査員・特別調査員ならびに公私所
蔵者各位等の協力を得て調査し得た箇所とその点数は、五実年一月末現在で〔表２〕の通りである。参考までに、年度当初の計画と対比できるようにしておくが、計画と実行との間に見られる相違については、年度末までに報告もしくはそ 追加が見込まれるものが若干あるほか 全般的には「調査研究報告」第一号に述べたところを、個別的には備考欄に記したところを、参照されたい。二、昭和三宝年度調査結果中間報告
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近畿地区 中 部 地 区
地区
京都女子大学附属図書館京都大学文学部（穎原文庫）大阪女子 附属図書館大阪 学附属図書館（忍頂寺文庫）陽明文庫高田郷土 （堀江彦三郎）大和文華館（奈良県） 富山県立図書館金沢市立図書館（稼堂文庫他）朝日町郷土資料館他六件（福井県）大野高校（福井 大野市）武生市立図書館（福井県）八幡神社（福井県敦賀市）明通寺（福井県小浜市）愛知教育大学附属図書館刈谷市立刈谷図書館徳川美術館名古屋市鶴舞中央図書館西尾市立図書館（岩瀬文庫）蓬左 （尾崎コレクション）射和文庫（三重県）神宮文庫
所蔵者名（敬称略）
四二 二一 四七六○五○三八一一一
一ハ
一九
一 九 一一 三二九九一五四七一一ハニ五一九九五三五四○一 一八九
一一
○五九三
点数
計 外国 九州地区 中国四国地区
地区
四九箇所ハーバードエンチン図書館エール大学東アジア図書館押方重信（宮崎県）黒木忍（宮崎県）杉田正臣（宮崎県）都城市立図書館宮崎県総合博物館 島根大学附属図書館松本昭雄愛媛大学附属図書館（鈴鹿本）
所蔵者名（敬称略）
七、○○四
一
一一
一
一一
○六三一一
一
一一
八四七
三三一
点数
〔表２〕
昭和雲年度国文学文献資料調査中間結果（昭和妻年一月末現在）
（○印は当初計画外の追加、×印は当初計画を見送ったもの）
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中部地区 関 東 地 区 北海道・東北地区 地区
新潟大学附属図書餡（佐野文庫）富山県立図書館（志田文願）金沢市立図書館（稼堂文庫他）
○個人・寺社五件（石川県）
武生市立図書館山梨県立図書館（徽典館文駆他）正一■
×愛知教育大学附属図替館徳川美術館 彰考館×茨城大学附属図香館（菅文匝）千葉県立佐倉高校（鹿山文距）麗沢大学図書館永腎文皿×学習院大学国語国文研究室宮内庁書陵部○国学院高等学校（藤田・小林文座×国立公文替館（内閣文庫）東京芸術大学附属図書館東京都立中央図書館（加賀文躍）東洋文血○久松国男（当館寄既本） 旭川市立図書館○市立函館図番館八戸市立図書館弘前市立弘前 番秋田県立秋田図書館塩竃神社会津若松市立会津図書館
所蔵者名（敬称略）
継継継継継継継新 新継継継継新新継新新新新継 継新継継継継新 別新継
二Ｏ○二○○二○○
／一○○五○
二○○一○○
一六四一 一一 一 一二
/OOOO/O五五五五○○
OOOO OOOOOOO
一 一
一 一一
一 一
○○○五○／二
OOOO○ ○
計画点数
一 一一
一
八 五六二七九一
六○八六九七四六
四 二
九八九九 六七 五四二 八
七一六三○三三○八六七○五
二 一 八二二四七七八六六九三七九五
既調査点数
収築立会の際調査、但し追加計画五件 うち一件は所蔵者の都合により見合せ全体の調整により見合せ 目録近刊の悔報により見合せ全体の調整により見合せ第四室を中心に実行全体の調整により見合せ全体の調整により計画を焔少した上、報告一部未着共同研究計画による 報告一部未着 備考
合計 海外 九州地区 中国・四国地区 近畿地区 中部地区 地区一謝緬査皿垂誼需○ケンブリッジ大学図書館
九州大学附属図番館（支子文庫）
×多久市立図書館
熊本大学附属図書館（北岡文庫）臼杵市立臼杵図瞥館
○黒木忍（宮崎県）
三原市立図書館宇部市立図番館（新井文駆）
○毛利報公会博物館
山口大学附属図書館（若月文庫）
○大喜多勘学多和文嘩松本昭雄河野信一記念文化館高知県立図書館（山内文距） 京都女子大学附属図書館京都大学文学部（頴原文庫）陽明文庫大阪女子大学附属図密館×土橋留以子（堺市）大和文華 名古屋市鶴舞中央図書館×西尾市立図書館（岩瀬文庫）薙左文庫（尾崎コレクション）牧野文庫射和文庫神宮文庫
所蔵者名（敬称略）
新 継継新継新 継継継継継新継継継 継新継継継継 継継新継継継 別新継
七、六八○
／ ／
一一
一
／○○五六
○○○○
二 二 二
○○○○／五／○五
○○○○ O OO
一 一三二一
○五○○OO
OOOOOO
三○○三○○二○○五○○二○○二○○ 計画点数
／
七、三四一
七四 一一
三五 七
一八九○一
四八
○
五九二一四四
一
三
二
九○
二
○
一
○
二
一二一ハ一四
二一
○六
OOOO四七
一二八
○
一一一一ハ｛ハ｛ハ二○六一五三 既調査点数
教官出張の際調査改築のため見合せ収集立会の際調査 山口大図番館と調整緊急情報により実施収集計画により促進報告未着 報告
度所
未着
蔵者の皿悩等により次年以降へ繰延べ
収集との調整により見合せ備考
「調査研究報告』第一号（昭和臺・三）に記した通りで、その後の変
動はない。
昭和五去年度に当部が全国各地の図書館・文庫等所蔵者各位の御好意
や調査員・特別調査員等の御協力を得て収集（マイクロフィルムによる撮影等）し得た箇所とその点数は、別表の通りである。計画と実行とに著しい差のあるものは、その理由・事情等を備考欄に摘記しておいたが、計画に際しては突発的に実行不能になる場合のあることを予想 やや多目に計上してあるので、実行に当って何箇所かを調整上見送ることは言わば当然である。 二、昭和三宝年度収集結果中間報告一、昭和筆四年度収集結果収集
報
生ロ
昭和臺年度国文学文献資料収集（撮影）中間結果（昭和美年一月末現在）
（×印は当初計画を見送ったもの）
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中部地区 関東地区
訓ﾋ海辺・
東北地区 地区
富山県立図書篦（志田文庫）個人・寺社五件（石川県）静岡県立中央図書館愛知教育大学附属図書館刈谷市立図書館名古屋市鶴舞中央図替館西尾市立図密館（岩瀬文庫）
×神宮文頤 彰考館四孝文庫（徳田進）飴橋市立図替館学習院大学国語国文研究室宮内庁番陵部×国立公文笹館（内閣文皿）東京芸術大 附属図番館東京都立中央図書館（加賀文庫）東洋文庫 市立函館図書館青森県立図書館八戸市立図書館
所蔵者名（敬称略）
継新継継継継新新 継継継継継新新新継 継新継
別新
継
二一二三二
○九○○○
一一一一一
二
四三
○九○○四九六五
二三○
七六五七
二○二
八○七○
一二七五八一○五 三○○三○○二二七 計画点数
一 二
九○
○九○○
一二一一一ハニ○四 一一
三五五四 一五一
○八二 七 五七
五四七○八○六五○
二七八三○○二二五 既収集点数
うち一件は所蔵者の事悩により見合せ一～二月撮影全体の調整上見合せ 一月撮影一月扱影全体の調整上見合せ
備考
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合計 九州地区 中国・四国地区 近畿地区 地区
（既成マイクロフィッシ１騨入）
東京大学附属図書館（知十文叩）一計画既収集
三一箇所二八箇所
宮崎県総合博物館都城市立図番館個人三件（宮崎県） 島根大学附属図書館
×三原市立図書館
大喜多勘学（香川県）弥谷寺（香川県）河野信一記念文化館高知県立図書館 陽明文叩大阪市立大学附属図番館（森文叩）中村幸彦
所蔵者名（敬称路）
新新新 継継新新継新 継継継 別新継
五、四二九
／ 二二一
三四三
一一八一○○一○○
四二
二○○二○○ 一○○五六三二九 計画点数
_
一
九
／
四、五二五
二二一
五四二
一一八
○
九五三九
二○○一九五 一五 九九五六一一ハ 点畷
数集
全体の調整上見合せ
備考
